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コロナ禍のあいりん地区

　大阪市西成区に位置する「あいりん地区」には、

野宿生活を余儀なくされている方、収入が不安定な

ため簡易宿所に滞在している方、生活保護を受給し

ている方など、いろいろな事情を抱えた人たちが密

集して暮らしています。この地域では65歳以上の

高齢男性が大半を占めており、基礎疾患があっても

不安定な暮らしの中では病気とじっくり向き合う余

裕がなく、風邪など些細なことがきっかけで病気が

重篤化することも珍しくありません。

　この地域での暮らしは、集団および共同生活の機

会が多いです。たとえば、野宿者が一時宿泊できる

あいりんシェルター・炊き出し・昼間の居場所・救

護施設・簡易宿泊所・高齢野宿者に就労機会を提供

する清掃事業など、集団を対象とした社会資源がほ

とんどです。

　野宿者が利用する「あいりんシェルター」（以下：

シェルター）には、500床の2段ベッドがずらっと

並んでいます。シェルターを利用する野宿者数は

年々減少しているものの、現在も250名以上の野宿

者がシェルターを利用しています。このような施設

では集団感染のリスクが高く、新型コロナウイルス

に感染すると重篤化する恐れのある人々が利用して

いるため、あいりん地区にかかわる行政・医療・民

間団体などは早い段階から危機感をもって感染対策

に取り組んできました。シェルターでは、2020年3

月上旬から利用者全員に検温を実施。近隣の医療機

関とも連携して、発熱者は速やかに医療受診できる

よう体制を整えました。また利用許可証を発行して

使用ベッドを固定することで、新型コロナウイルス

の陽性者が発生した際に追跡できるようにしていま

した。さらにはシェルターを利用する高齢の野宿生

活者を優先的に簡易宿泊所に移す取り組みなども

行っています。

　野宿者が利用する施設でクラスターが発生すると、

濃厚接触者の特定やPCR検査の追跡が難しく、さ

らに感染が拡大する恐れがあります。感染が拡大す

ると近隣の宿泊療養施設や医療機関のひっぱくが予

測され、医療崩壊を招きかねません。

　

セーフティネットの危機

　あいりん地区の社会資源は野宿を余儀なくされる
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あいりん地区の新型コロナウイルス対する行政・医療福祉・民間団体などの取り組み。
さまざまな団体の奔走と連携が、あいりん地区周辺で暮らす人々のセーフティネットを守る。
信頼や共感でつながり合える地域をめざしたコロナ禍の訪問看護ステーションの取り組み。
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人々にとって最後のセーフティネットです。した

がって、新型コロナウイルス感染拡大のため施設閉

鎖の事態に陥ると、感染していなくても生きること

が困難になる人々が続出してしまいます。このよう

な最悪の事態は容易に想像することができるため、

ホームレス支援に携わる現場の支援者たちは緊迫感

が続く状況下で、早い段階から感染対策に力を入れ

て取り組んでおられました。

　緊急事態宣言直後の4 ～ 5月ごろには野宿者への

夜回り活動や炊き出しを中止する団体が相次ぎ、あ

いりん地区で暮らす野宿者の暮らしは大きく揺らぎ

ました。中止の理由は感染防止策が困難であること

やボランティアの確保が難しくなったため。しかし

炊き出しは野宿者にとって命綱。そのため感染対策

を取り入れて炊き出しを再開できるよう、整理券を

配布して行列にならないよう工夫したり、マスクを

所持していない方に無償でマスクを支給するなどの

取り組みを始めた炊き出し団体がありました。

　影響を受けたのは野宿者だけではありません。あ

いりん地区にある簡易宿泊所には、建築日雇業や製

造業などで働きながら生活している方が一定数いま

す。新型コロナウイルス感染拡大の煽りを受けてこ

れらの仕事は激減。緊急事態宣言が解除された6月

以降も、長雨の影響で建築関係の仕事が減り、家賃

の支払いが困難になる人々が増えました。しかし、

簡易宿泊所の管理人たちが、収入の途絶えた労働者

にも退去勧告をせず、食糧支援をし、生活保護申請

を促したおかげで、一時的に困窮状態に直面しても

住まいを喪失せずに、なんとかギリギリの暮らしを

維持していた人たちもいました。

　このような状況の中、新型コロナウイルスの影響

で生活困窮に陥った人々に対し、大阪市内で活動す

るホームレス支援団体、医療・司法・就労・住居な

どに関する27の専門機関が連携して「新型コロナ・

住 ま い と く ら し 緊 急 サ ポ ー ト プ ロ ジ ェ ク ト

OSAKA」という相談会を開催しました。主催団体

のNPO法人釜ヶ崎支援機構では、クラウドファン

ディングで寄付金を集め、住居喪失者に対して宿泊

支援や食事支援を実施。4月から7月まで相談会を4

回開催し、Web相談を含めた計109名の相談者に

対して、36名に宿泊支援を行い（延べ宿泊数171泊）、

27名が生活保護申請を行い住居を確保。就労支援

により11名の方が再就職しました。相談会場は感

染防止策を徹底し、発熱者や体調不良を訴える相談

者には医療従事者が対応できるよう、近隣の診療所

や訪問看護ステーションが、相談会場での直接相談

およびオンコール体制で医療的なバックアップをし

ていました。

　これらの相談会に来所される方の中には、もとも

と家族関係や生育環境にしんどさを抱えていたり、

心身に不調を来していたりなど、それぞれに生きづ

らい背景がありました。さまざまな事情がありなが

ら綱渡りのような暮らしをしてきた方が、コロナ禍

において真っ先に困窮状態に陥ってしまうという

ケースが多かったといえます。このような場合、た

だ仕事と住居を提供するだけでは本人が抱えるしん

どさは解消されず、今回のように社会情勢が大きく

揺らぐと、再び同じような状況に陥ってしまう可能

性が高いのです。

　このような人々と丁寧に向き合っていくには単発

的な支援ではなく、長い年月を通した伴走的なかか

わりが必要になることもあります。そのようなとき

「支援する」とか「支援される」という関係だけでな

く、立場の異なる人々がお互いにかかわり合える関

係性が地域の中にあれば、今後さらに大きな危機が

社会を揺り動かしても、社会的に立場の弱い人々が

簡単に谷底に落ちてしまうことはなくなるでしょう。

新型コロナウイルスがもたらした危機は、改めて地

域のあり方を問い直しているような気がします。
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あいりん地区における居宅生活

　あいりん地区はかつて「日雇い労働者の街」とし

て高度経済成長期の建築産業を支えていました。当

時は日雇い労働者のための簡易宿泊所が多数建ち並

んでいましたが、バブル崩壊後は建築仕事が激減し、

困窮した労働者たちは野宿せざるを得なくなりまし

た。このような時代背景の中、簡易宿泊所を賃貸ア

パートに転用したことで、路上にあふれた元労働者

は生活保護を受給して住居で暮らせるようになりま

した。住居といってもプライベート空間は三畳一間

の部屋のみで、トイレ・風呂・洗面所は共有スペー

スです。日常生活で他者とかかわる機会は避けられ

ず、どうしても感染リスクは高くなってしまいます。

　また、入居者の感染症に対する理解や意識にも個

人差があり、過剰に感染を気にする方もいれば無関

心・無頓着に過ごす方もいます。アパート管理人は

入居者に対して手指消毒の励行やマスク着用を意識

づけるポスターを掲示したり、丁寧に声かけを重ね

たりしながら感染予防策の周知に努めていました。

　緊急事態宣言発令中は不要不急の外出を自粛する

よう連日メディアで報道されていましたが、状況を

理解することが難しい認知症高齢者や、生活パター

ンを変えるのが難しい発達障害のある方などは、今

までと同じように街中をマスクなしで歩き回ってい

ました。訪問看護でも本人の理解力や行動パターン

をアセスメントしながら感染予防策を本人自身が実

践できるよう、マスク着用や行動制限について繰り

返しアプローチしていましたが、今までの習慣を変

えることは容易ではありませんでした。

　さらに、豪雨や猛暑の影響で、利用者の多くは例

年よりも自宅で過ごす時間が増えました。テレビや

スマートフォンの試聴時間が増え、新型コロナウイ

ルス関連の情報を浴び続けたために情緒不安定に

なったり、外出頻度が減りフレイルが進行する方も

いました。地域の交流機会やイベントスペースは軒

並み中止や縮小となり、生活習慣が崩れて糖尿病が

悪化しインスリン治療を導入することになった利用

者もいました。感染はしていなくても、皆それぞれ

新型コロナウイルスによる影響を少なからず受けて

おり、感染に気をつけながら今までの生活習慣を維

持し、新しい生活パターンを取り入れるにはどうす

べきか、模索を続けているところです。

　

あいりん手作りマスクプロジェクト

　3月になると全国的なマスク不足が深刻化し、マ

スクを手に入れることが非常に難しくなりました。

政府は布マスクの全戸配布を開始しましたが、そも

そも住所地を持たない野宿者に布マスクは届きませ

ん。そのため当ステーションでは3月中旬から手作

りマスクを配布する「あいりん手作りマスクプロ

ジェクト」の活動を始めました（写真）。

　活動を始めた当初は、あいりん地区周辺にある訪

問看護ステーション・医療機関・介護事業所・福祉

関係で働く人々が中心になってマスクづくりに取り

組みました。あいりん地区周辺で暮らす元労働者の

多くは高齢化し、生活保護を受給して単身生活を送っ

ています。慢性疾患と上手に付き合うことが難しく

サポートを要する方、精神疾患があり地域生活が不

安定になりやすい方、病気や障がいにより要介護状

態になった方、重篤な病気があり終末期を住み慣れ

た自宅で過ごしたいと希望される方。いろいろな事

情を抱えた方々が医療・介護・福祉サービスを利用

されます。これらのサービスは普段から慢性的な人

手不足のため日常業務に忙殺されていますが、コロ

ナ禍では感染対策の業務が増え、さらに現場は業務

過多と緊張感で疲弊するようになっていました。し

かしそのような状況において、自分たちがかかわる

利用者の安全だけではなく、この地域で暮らす人々
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すべてが安全であることを願って手作りマスクの活

動に取り組めたことは、職種や事業所の垣根を越え

て互いの信頼関係を深めるきっかけになりました。

　次第に口コミや SNS で手作りマスクの輪が広

がっていき、小学生から94歳の高齢者まで、延べ

300名以上がこの活動に参加しています。2020年8

月末の時点で全国各地から6800枚以上の手作りマ

スクが届けられ、あいりん地区にある病院・炊き出

し団体・夜回り団体・簡易宿泊所・シェルター・子

どもに関する支援機関など合計20カ所に配布し、

あいりん地区で暮らす人々がこの手作りマスクを受

け取ることができました。世間では次第にマスク不

足が解消されていっても、野宿生活をしている方々

にとってマスクを手に入れることはやはり難しく、

しばらくこの活動は続ける予定にしています。

　コロナ禍において感染拡大防止のため人との接触

を最小限にすることを求められる中、このマスクプ

ロジェクトでは多くの方が感染弱者である人々の健

康や暮らしに想いを寄せて行動していました。誰か

を想う気持ちは不安感を小さくし、こうしたつなが

りは人が交わり合える新たなコミュニケーションを

生むきっかけになりました。

　裁縫が苦手な方も自分にできる行動を見つけてか

かわってくれています。マスク材料になるベビー

服・ハンカチ・布・ゴム紐などを提供してくださる

方、寄付していただいた生地を裁断してマスク作成

キットをつくってくださる方、マスクキットを縫っ

てマスクを完成させてくださる方、できあがったマ

スクを1枚ずつ封筒に入れてくださる方。直接的に

は会えなくてもいろんな手を介しながら、共同で作

業が進められました。

　末梢神経障害の後遺症を持つハンセン病回復者の

方々は、指先が思うように動かないため裁縫はでき

ませんが、知り合いに声をかけて使用しない布マス

クの寄付を募ってくださいました。あいりん地区で

暮らす野宿経験のある男性は「他人事とは思えなく

て」と慣れない手付きでマスクづくりに取り組んで

います。長年にわたり乳児院や施設にぬいぐるみや

パジャマを届ける活動をしている女性たちは、活動

自粛期間中に自分たちにできる支援活動の1つとし

て、あいりん地区で暮らす人々のためにマスクをつ

くり続けてくれていました。臨時休校中の大学生た

ちもこの活動を知り、慣れないオンライン授業で大

変な中、マスクづくりに取り組んでくれています。

　公衆衛生や経済活動の危機的状況下では、人々の

不安や恐れが蔓延すると、もともと潜在している差

別や偏見が剥き出しになり、今まで地道に築き上げ

てきた地域コミュニティは簡単に崩壊してしまいま

す。しかし、しんどい状況にいる人々に関心を寄せ

合い、不安や恐れを共感し合える関係性があれば安

心感や信頼感は広がっていきます。信頼し合える地

域コミュニティは、たとえ危機に直面しても多角的

な視点で問題に向き合うことができるのです。 あ

いりん手作りマスクプロジェクトは感染対策という

公衆衛生的な側面だけでなく、コロナ禍において新

たなつながりを生み出すきっかけになりました。多

様な人々が命の危機にさらされることなく安心して

暮らせるために、その地域の訪問看護ステーション

ができることはまだまだあると感じています。

あいりん地区周辺で暮らす人々へ
の想いが詰まった手作りマスク

あいりん地区の病院では看護師た
ちが外来患者に手作りマスクを配
布して感染予防に努めている
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